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．緒言─問題の所在
─ 近代化 の神話に見る 食生活 という
偶像─
栄養士と管理栄養士の養成施設では 食生活























































中嶋（ ）は， 日本型食生活 が農政審
議会答申以降注目を集め，熱心に論じられるよ
うになったことを受け，その問題点や今後につ
























































宮本（ ）は 近代の飲食と生活 で明治
以降の庶民の生活の変化を述べている。このタ
イトルに見るように 飲食 と 生活 はもと
より分けて考えられてきた ）。では 食 と 生
















うになったので，他の 衣生活 または 住生
活 の語がまだ行なわれない間に，三要素のう
ち最も大切とされる食生活が，まず国民の関心
を集めた…以下略 ）要するに 国民食 ， 食
養 ， 栄養 に代わる平易な熟語として 食生
活 が広く通用するようになったというのであ
る。 衣生活 ， 住生活 より早く国民の関心






































は図 のように 生活 を衣食住に大別す




























飲むこと や 食べること を捉えている（図
）。
林（ ）は 食生活論考 で 食生活
という言葉は多くの人々に用いられ，日用語と
なっている。その定義は明確ではない としな






























































ける 食生活論 は 栄養士論 と，食生態学，
食文化，食生活史を含めた食物栄養概論である
食生活論 を合わせたものである。新カリキュ
ラムの 食生活論 をまとめると図 のように
なる。






































ことがわかる。表 は 食 が意味する内容を
確認するため， 食の に続く言葉を各目次か
ら抽出した。 食 と 食生活 の使用状況を
比較するために 食生活の に続く言葉も抽出




不明確だった。 食の と 食生活の につづ
く言葉には共通の意味をもつものが見られ，区
別が不明瞭であることも意味している。領域の
不明確さは， 農業と経済 の 年 月号 ）
は 明日の食生活を展望する という特集を分
析した結果からもうかがえる。特集の見出しか













































































































． 近代化 神話が生んだ 食生活
．市民権を得た 栄養
食生活 が一般化する以前は 糧食 ， 国







民 と 食 が結び付いた時，戦時下の苦しい
食糧事情が連想されて圧迫感が生じたからであ
ろう。 食養 もまた，不健康者や疾病者をイ
メージさせる。飲食事典には 栄養 も 食養
と同様に 現在健康に活動している多数の庶民
には縁遠い とあるが，その指摘に反して 栄














で 食生活 が 衣生活 や 住生活 より格
段に使用頻度が高い理由として，耐久性のある
衣 と 住 とは異なり，日々補充しなけれ
ばならないからだという見方に触れた。しかし
それだけではなく， 栄養 が定着したように


















れたのかもしれない。 衣 と 住 と最低限
の 食 を確保した日本人はつぎに，ホームド






















本稿では 食の は 食生活の と同じ意味
で使用され， 食事 ， 食事時間 ， 食品 ， 食
行動 ， 食料生産 ， 食費 ， 食物摂取 等の
具体的な他の言葉で言い替えることができるこ
とを指摘した。 食生活の乱れ は 食事内容
と食事時間 を意味し， 豊かな食生活 とい





食 という漢字を 生活 に結びつけると，
生きる ために 食う という緊迫した状況
は連想しなくなることはすでに指摘した。現実
















































































げている 食文化 と 食生活史 には着目し
たいが，それらも内容が曖昧で，他の書物をそ
のまま引用するだけでなく，真偽のほどが明ら










は 現代人のからだ意識 や 健康の未来像
という視座で講義内容に加えたい。 マナー ，



















宮本常一著作集 第 巻 未来社 年
に収録 明治文化史（ ） に執筆
中嶋信 日本型食生活論 の基本視角
名寄女子短期大学紀要
本山荻舟 飲食事典 昭和 年 平凡社









（第 報）食生活論（その ） 東京学芸大
























図 食生活論概要 林（ ）
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・ さん 女性 食生活とは，人が生き
るための習慣だと思う。一日の生活のリズムがと
ても大切だと思う。それで食生活というものが少
し変わるのではないかと思う。朝何時に起きて，
ゆとりをもってごはんを食べているのか，忙しい
ので食べているのかによって全然違うと思う。誰
がどこで誰と食べたかもとても大切だと思う。私
は 手 っていうのがとても大事なのではないか
と思う。手を使うというのは作ることにもかかわっ
ていくし，技術ってことにも関係することであり，
手によって変えられることはたくさんあるのでは
ないかと思う。例えば，手をキレイに洗う，野菜
をきれいに洗うことによって食中毒がおこらな
かったり，少しの微調整ができたり，人と人をつ
なぎとめてくれるものなので，手というのは食に
とても大きな役割をはたしていると思う。
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